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（注）教科書，ノート類の持ち込みはしてはいけない。

問１　次の命題は正しいか誤りかを判定し，正しければ証明し誤りならば反

例を挙げよ。

(1)数列 {ak}∞k=1が 0に収束すれば，bn =
n∑

k=1

ak で定義される数列 {bn}∞n=1

は収束する．

（２）数列 {ak}∞k=1が有界数列ならば，bn =
n∑

k=1

ak

k2
で定義される数列 {bn}∞n=1

は収束する．

問２　 z = f(x, y)がR2上の C2級の関数で，常に z + x = sin(z + y)をみ
たすものとする．このとき，次の問に答えよ．

(1)∂f
∂x + ∂f

∂y は定数であることを示し，その定数の値を求めよ．

(2)∂2f
∂x2 − ∂2f

∂y2 は定数であること示し，その定数の値を求めよ．

問３ 　 R3 上の微分可能な関数 f(x, y, z) がすべての t ∈ R とすべての

(x, y, z) ∈ R3 に対し f(tx, ty, tz) = tf(x, y, z)を満たすならば，f(x, y, z) =
ax + by + czである（ただし a, b, cは定数）ことを示せ．

問４　 (1)log(1 + x)を x = 0を中心として Taylor展開せよ．また，この展
開が |x| < rで成立する正数 rの上限を求めよ．

(2)log 1+x
1−x を x = 0を中心としてTaylor展開せよ．また，この展開が |x| < r

で成立する正数 rの上限を求めよ．

(3)極限

lim
x→0

log 1+x
1−x − 2 sin x

xn

が存在して 0でないように自然数 nを定め，そのときのこの極限の値を求め

よ．

問５　関数 f(x, y) = x3 − x − 2xy + y2 の極値を求めよ。
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